　フェイル・セーフ
　　　　　　　　　　　　　　　かざと
　黒い水晶のような岩の間を、細かく赤い砂が流れていた。

　頑丈さを追求するあまり機能性を失ったブーツの底は、固すぎて足場を作りにくい。そもそも今の時代、歩兵などという過去の遺物は存在しないのだ。歩くための靴でないのは、仕方ないことだった。

　それにしても暑い。昼下がりの外気は、既に四十度を超えているであろう。

　セロは紫外線防護服の下に流れる汗を不快に思いながら、眼前にそそり立つ黒水晶の壁を見上げた。幅約五メートル、高さ約二メートルほどあるその岩に、昼下がりの日射しがギラギラと照り映える。

「隊長、中に入ってないと日焼けしますぜぇ」

　その岩壁に苦労して穴を開け、ＴＮＡＺ化合物を押し込んでいた男が顔を向けた。そして、わざわざヘルメットのバイザーを上げ、ニヤリと笑って見せる。

「くだらん冗談を言う暇があったら手を動かすんだな、ロド」

　セロは起爆装置をロドに投げると、バイザーの下で苦笑した。普段の鉄面皮を装う必要はない。紫外線を完全に遮断する黒いバイザーの下では、どのような表情をしようと相手には見えないのだ。

　中世ヨーロッパの鎧にも似た重い防護服とヘルメットは、誰もが身につけるのを嫌がる。だがセロにとっては、かえって気の休まる装備だった。その理由は女性という身体的な特徴を晒す必要がないからだ。ロドのように嫌がらせで女性であることを揶揄する輩もいるが、既に慣れて苛立つこともなくなった。

　右手のないロドは、左手で器用に起爆装置を受け止めるとＴＮＡＺ化合物にセットした。見届けてセロは、岩の後方に待機している装甲車に乗り込む。

「爆破」

　駆け込んできたロドがドアを閉めた瞬間、くぐもった爆発音と共に装甲車が大きく揺らいだ。細かく砕かれた岩の破片が降り注ぎ、バラバラと雨の当たるような音をたてる。２、３度、大きな音と共に振動が伝わってきたが、車体に損傷を与えるほどではないだろう。

「ひゅう、危ねぇトコだった。隊長、タイミング早すぎですぜ」

「貴様の足が遅いんだよ。先を急ぐぞ」

　女扱いをしたロドに少しの報復を果たしたセロは、心中ほくそ笑んでヘルメットを脱いだ。

　短く借り上げた黒髪は、水を浴びたように汗で濡れていた。額に張り付いた髪を掻き上げ、サイドパックの中にタオルを探す。

「使ってください」

　目の前にタオルを差し出したのは、一番年若い隊員であるシンだった。訝しむ目でシンを見たセロは、しかし思い直してタオルを受け取った。

　この小隊は、セロを覗く五名で構成されている。シン以外の隊員はセロよりかなり年長者のため、若干二十五才で女性の上官を少なからず馬鹿にしたところがあった。しかしまだ十六才のシンからすれば、セロは素直に敬意を払う相手なのだ。

　それにしても、なぜこのような少年が配属されてきたのだろう。

　この部隊は、いわば「害虫駆除部隊」だ。生活圏から遠く離れたところに生息する害虫、『イービル』が増殖した場合、人間に被害が出る前に駆除するのが任務だった。軍に所属はしているが地位は低く、そのため武器も装備も人材も寄せ集めである。きつい軍務に絶えられない老兵や身体が不自由で他に働き口のない者、犯罪者などが配属されてくるのが常なのだ。

『イービル』駆除命令を受けたセロが、小隊を預かったのが二日前である。シンの存在はすぐに目を引き、セロに警戒心を起こさせた。シンの髪は絹のような光沢のある白髪で、瞳は色素の薄い灰色。肌は血管が透けて見えるほど白かったが血色は良く、不健康そうな様子はない。身体的欠陥がないとすれば、重大な犯罪を犯してきた可能性があった。

　薬物、凶悪犯罪、精神異常などの前科があると、三日間とはいえ問題なく任務を遂行するのが難しくなる。しかしセロには、隊員の情報が一切与えられていなかった。隊員のプロフィールを知れば、別の意味で任務遂行の障害になりうるからだ。

　車体をバウンドさせながら岩を乗り越える装甲車の中で、セロを含む六名の隊員は身体を支えるのに必死の形相だった。目的地まではあと二十キロほどだが、あの岩のようにルート上の障害物を取り除いたり回避したりする事を考えると、予定通り目的地に到着できるかわからない。

　セロとしては、一時間でも早くこの任務を終わらせたいのだが。

「たかだか三〇〇キロの移動に、なんで三日も掛かるのかようやく解ったぜ。この砂漠に着いた途端、一〇キロ進むのも一日掛かりだ。帰りは一日で済むだろうが、どちらにしろ日数オーバーだなぁ……そのぶん手当は出るんでしょうかね、隊長」

　痩せて顔色の悪い男が、床に貼り付きながらセロににじり寄ってきた。両足が義足のため、揺れる車内でバランスがとれないのだろう。

「あいにくだな、ボレアス。報酬の追加はない」

　ボレアスの土色の顔が気持ち青ざめたのを見て、表面上セロは同情するように言葉を掛けた。

「俺はこんな身体だから、まともに働けねぇんですよ。この仕事は危険だけど、報酬がいいから志願したんだが……帰りが遅れるのは困る。三日の約束で娘を施設に預かってもらっててね、割り増しの超過料金を払ったら、せっかくの報酬がたいして手元に残らなくなっちまう……」

　表情を変えないように務めたが、ボレアスの事情にセロの心は乱れた。娘の心配はいらないと、言ってやりたかった。だがその理由を聞かれたならば、真の任務を隠し通せなくなるだろう。ボレアスだけではない、この部隊に来たからには他の連中にもやむにやまれない理由があるのだ。いちいち同情するわけにはいかない。

　運転席横に座るナビゲーターの肩を叩き、セロは無言で席を代わらせた。

『イービル』の駆除は三年周期だが、ルートは毎回、この地区特有の砂嵐で消えてしまう。そのため任務の都度、ルート開拓を余儀なくされるのだ。タイヤが埋まる度に掘り起こし、砂を固める薬剤をまく。行く手を阻む岩は、爆破する。三日というのは開拓に必要な日数であり、帰りの時間は想定されていない。ルートさえ出来れば当然、三〇〇キロは数時間の距離である。だが苦労して造られたこのルートが、二度と利用される事はないとセロは知っていた。

　目的地まであと数キロの時点で、太陽は地平線の向こうに消えてしまった。気温は急速に下がり、日中との温度差から強い風が吹き始める。

「本日はここでキャンプだ、野営の準備に掛かれ」

　セロの命令で、隊員達は野営の準備に取りかかった。日が落ちると障害物である黒い岩を避けにくく、なおかつ砂嵐が発生する危険もある。砂嵐の勢いは装甲車を横倒しにするほど激しいもので、野営場所は危険を回避するため、大きな岩の影に装甲車が隠れるほどの穴を掘る必要があった。

　ほどよい大きさの岩陰に窪地を見つけ、隊員達は底を掘り始めた。が、しばらくして。

「この野郎っ、わざと砂を掛けやがったなっ！」

　一人の隊員が、荒々しい怒鳴り声を上げた。

　声の主は、片眼のザキである。どうやら白髪のシンが、見えない方の顔に砂を掛けたと怒っているようだ。

「わざとじゃない。俺が砂を投げた方に、あんたが身体を向けたんだ」

「なんだとっ！」

　片眼のザキは部隊で一番の年長者で、六〇才を超えているが体躯はよく、片眼が不自由でも軍務に支障はないと豪語していた。だがやはり、本隊には疎まれていたのだろう。本人の不満は通らず、この部隊に配属となったのだ。

　ザキがスコップを振りかざすのを見たセロは、喧嘩を止めるため銃に手をかけた。

「喧嘩は許さん、作業を続けろっ！」

　銃口を向けられたザキが渋々スコップを下げると、露出部分を包帯で隙間無く巻いた男がセロの前に進み出る。

「あ、あ、あ、あのう隊長、ザキはシンが見えてなかったんでス。そ、そのう、見えない左側でシンが作業していて、だから、あのう……」

「ああ、解っている。おまえも作業に戻れ、ガス」

　ミイラ男のガスは、卑屈なほど頭を下げながら作業に戻っていった。ガスの口調にはイライラさせられる。包帯の下は皮膚病らしいが、本人が気にしている外見よりも自虐的な物言いがセロは嫌いだった。

　小競り合いの後しばらく、ザキは面白くなさそうな顔で作業していたが、突然思いついたように顔をニヤケさせた。

「そういやぁ、噂で聞いたんだがよぉ。言い寄ってきた上官の股ぐらを、銃で吹き飛ばした兵士がいるそうだ。そいつはある部隊に配属になることで、死刑にならずに済んだそうだが……おまえのことだろう？　シン」

　シンはザキを無視して、作業の手を止めない。

「無視かよ、ああっ？　俺は以前、その上官の下にいたことがあるが確かに嫌なヤツだったぜ？　スキモノで男女構わず手を出してたからなぁ、大事なところを使い物にならなくされて当然だって。だが、おまえは気の毒だったな。上層部に報告された経緯は、上官に新しい恋人が出来た嫉妬からおまえが暴挙に出たことになっている。それとも……こっちが真実かもな？　おまえ、本当に上官の愛人だったんじゃ……」

　右側をかすめたスコップを間一髪で避け、ザキはニヤリと笑った。

「フェアにやりたいってか？　いいんだぜ、見えない左側を狙っても」

　スコップを構えたシンの、薄い灰色の眼が異様な光を宿している。それは、あからさまな殺意だった。

　セロは小さく溜息をつくと、銃口を空に向けて三度引き金を引いた。

「ザキ！　子供じみた真似はよせ。今夜はおまえ一人で立哨だ、いいな？」

　苦虫を噛みつぶしたような顔で、ザキは地面にツバを吐いた。

「シン、おまえは私のところへ来い」

　シンはセロの前に立つと、無表情な仮面のような顔を向けた。瞳にはもう、先ほどの妖しい光はない。

「今の話は本当か？」

「……」

　任務に支障が出るため、隊員のプロフィールを知ってはいけなかった。だが期せずして知ってしまった場合、どうすればいいのだろう。

　セロの心中は、揺れ動いた。どう考えても、シンはこの部隊にいるべきではない。

「答えろ、これは命令だ」

「俺が上官の……に発砲したのは本当です。でもザキが言った愛人というのは嘘だ」

　下品な言葉は濁らせて、シンが答えた。

　警戒心を解いてよく見れば、まだ幼さが残るシンの面立ちにセロは懐かしい記憶を呼び起こされた。それは、三年前に死んだ弟の面影である。弟は、強すぎる紫外線が原因の癌に掛かっていたが軍に志願し、死んだ。享年十八才、シンとは似ても似つかぬ黒髪と黒い瞳を持つ、快活な青年だった。

　シンを下がらせ隊員達にキャンプの指示をすると、セロは装甲車に戻った。しばらくして炊事当番である片腕のロドが食事を持ってきたが、手をつける気にならない。外から聞こえる会話は、食事時のためか楽しそうだがシンらしき声はなかった。年若いシンは仲間に入れず、孤独な夜を過ごすのだろうか。

　同情の余地のない、犯罪者なら良かったと思う。だが事情を知ったことで、何度も考えたあげくに決めた決意が音を立てて崩れてしまった。今はただ、シンを守ってやれないものかと考えを巡らせている。行き着く結論が、『不可能』だと解っているはずなのに。

　セロ自身も、弟と同じ病魔に冒されていたため『駆除部隊』の指揮を任された。

　上層部にいる恋人は、死を迎える最後の瞬間まで一緒にいたいとセロに言った。恋人の言葉は嬉しかったが、自分の死に場所は自分で選びたい。そしてセロが選んだのは、弟と同じ死に方だった。

　それは小さな復讐でもあった。恋人だったアドミルは、弟を救うことが出来たはずだ。だが自分の保身のために、上層部に従った。それなのに、セロには行くなと言う。アドミルを苦しめることに、何も意味がないと知っていた。だが少しでも、このようなシステムで愛する者を失う悲しみを知る人々が増えれば、何かが変わってくれるような気がするのだ。

　まんじりともしないうちに、夜が明け始めていた。一晩中考え続けた末、セロの心は揺るぎないものへと変わっていた。
 　　　　　　　　  ◇◇◇　
 作者コメント
　実際の桜を見に行った時、この話に使った描写が嘘っぱちであることが発覚しました。でも汚れた大人の作者ではなく、純粋な良太君にはきっと幻想的な景色が見えていたんだと思い込んで、それで良しとするのです。
　　           （カズナ）

　今回はずいぶんと好きに書かせてもらいました。メンバーの顔ぶれからして、コメディを書く人はいないだろう、いたとしても紅月さんくらいだろうと考えて、一人で異色作を狙ってみました（笑）。誌の雰囲気が壊れているとしたら、それはすべて僕のせいでございます。すいませんごめんなさい。　　　　　　　　（じゅんのすけ）
　イマダと申します。少女小説などを書いていますが、一応四歳児の母です。『少し不思議』的拙い作品ではありますが、末席に加えて頂き誠に嬉しい限りです。最後に、かざとさんと絵師のビビさん大変疲れ様でした。

（イマダ）

　お読み頂いた方、コメントから読まれる方、この本をとって頂きありがとうございました。僕の作品は兎も角、他の方の作品は力作揃いです。お暇な時でよろしいので 
僕の作品も読んでもらえると嬉しいです。　　　（寺宙）

　仲のいい方達と一緒に作った初めての本なので、どきどきしています。手に取って下さった方にお会いできないのは残念ですが、本当にありがとうございます。少しでもよかったなと思っていただければ嬉しいです。
（ゆう）
　この度はこの本をお買い頂きありがとうございます。そしてこの話を読んでいただけて嬉しいです。作者の紅月赤哉です。かなり難産でしたが、少しでも書きたい思いを贈ることが出来たら幸いです。　　（紅月　赤哉）

　　どう言うワケか、このハイレベル集団に紛れ込んでしまった永遠の女子高生アマモリです。もうすぐ二十歳（死）　今作は二年前の原稿を改稿しました。最後まで読めた方には漏れなく勇者の称号を与えます！（何）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雨杜　潤）

「入稿できなくてすいませんでしたー！」の練習をしていたのですが、無事入稿できたので骨折り損な気もします。でも書いてる分には楽しかったです。楽しければそれでいいのだ！　　　　　　　　　　　　　（Glaube）
　随分とバラエティに富んだ作品が集まりました（笑）　この本を手にした方が、少しでも楽しんでもらえたら幸いです。書き手の皆さん、作品を読んでくれた方々、イラスト担当の友人、皆様に感謝いたします。　（かざと）
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